	





	株式会社○×コーポレーション

定款


平成１２年　月　　日作成

平成１２年　月    日公証人認証

平成１２年  月　　日会社設立


定　　款

第１章　総　　則

（商　号）

第１条　　当会社は、株式会社○×コーポレーションと称する。

（目　的）

第２条　　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。

1． 経営コンサルタント業

2． 各種マーケティング業務

3． 販売促進に関する情報・資料の調査、収集、企画及び販売

4． 印刷業

5． インターネットを利用した各種情報提供サービス及びインターネットホーム
ページの企画立案、製作、運営

6． 事務合理化及びコンピュータ利用に関するコンサルタント業務

7． コンピュータソフトの企画開発及び販売

8． 会計帳簿等の記帳指導及び代行業

9． 経理処理要員の派遣

10． 不動産の売買、賃貸、斡旋、仲介及び管理業務

11． 前各号に付帯する一切の業務

（本店の所在地）

第３条　　当会社は、本店を石川県○×郡△◇町に置く。

（公告の方法）

第4条 当会社の公告は、官報に掲載してする。

第２章　株　　　式

（発行する株式の総数及び額面株式１株の金額）

第５条　　当会社の発行する株式の総数は、８００株とする。

当会社の発行する額面株式１株の金額は、５万円とする。

（株券の種類）

第６条   当会社の発行する株券は１株券、５株券、１０株券、５０株券及び１００株券の　　　　　　　５種類とする。

（株式の譲渡制限）

第７条　　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

（名義書換）

第８条　　株式の取得により名義書換を請求するには、当会社所定の書式による請求書に記名　　　　　　押印し、これに次の書面を添えて提出しなければならない。

1 譲渡による株式の取得の場合には、株券

2 譲渡以外の事由による株式の取得の場合には、その取得を証する書面及び株券

（質権の登録及び信託財産の表示）

第９条　　当会社の株式につき質権の登録又は信託財産の表示を請求するには、当会社所定の書　　　　　式による請求書に当事者が記名押印し、これに株券を添えて提出しなければならない。　　　　　その登録又は表示のまっ消についても同様とする。

（株券の再発行）

第１０条　　株券の分割、併合、汚損等の事由により株券の再発行を請求するには、当会社所定の書式による請求書に記名押印し、これに株券を添えて提出しなければならない。

株券の喪失によりその再発行を請求するには、当会社所定の書式による請求書に記名　　　　　　押印し、これに除権判決の正本又は謄本を添えて提出しなければならない。

（手数料）

第１１条　　前３条に定める請求をする場合には、当会社所定の手数料を支払わなければならない。

（株主名簿の閉鎖及び基準日）

第１２条　　当会社は、営業年度末日の翌日から定時株主総会の終結の日まで株主名簿の記載の変更を停止する。

前項のほか、株主又は質権者として権利を行使すべき者を確定するため必要があるときは、あらかじめ公告して一定期間株主名簿の記載の変更を停止し、又は基準日を定めることができる。

（株主の住所等の届出）

第13条 当会社の株主及び登録された質権者又はその法定代理人若しくは代表者は、当会社　　　　　　所定の書式により、その氏名、住所及び印鑑を当会社に届け出なければならない。

届出事項に変更を生じたときも、その事項につき、同様とする。

第３章　　株　主　総　会

（招集）

第14条 当会社の定時株主総会は、営業年度末日の翌日から３か月以内に招集し、臨時株主　　　　　総会は、必要に応じて招集する。

　　
（議長）

　第１５条　　株主総会の議長は、社長がこれに当たる。社長に事故があるときは、あらかじめ取締役会の定める順序により、他の取締役がこれに代わる。

（決議の方法）

　第１６条　　株主総会の決議は、法令又は定款に別段の定めがある場合のほか、出席した株主の　　　　　　議決権の過半数をもって決する。

第４章　　取締役、取締役会、代表取締役及び監査役

（取締役及び監査役の員数）

第１７条　　当会社の取締役は５名以内とし、監査役は２名以内とする。

（取締役及び監査役の選任の方法）

第18条 当会社の取締役及び監査役は、株主総会において議決権のある発行済株式の総数の　　　　　３分の１以上に当たる株式を有する株主が出席し、その議決権の過半数の決議によって選任する。

取締役の選任については、累積投票によらない。

（取締役及び監査役の任期）

第１９条　　取締役の任期は、就任後２年内の最終の決算期に関する定時株主総会の終結の時ま　　　　　　でとし、監査役の任期は、就任後３年内の最終の決算期に関する定時株主総会の終結の時までとする。

任期満了前に退任した取締役の補欠として、又は増員により選任された取締役の任期は、前任者又は他の在任取締役の任期の残存期間と同一とする。

任期満了前に退任した監査役の補欠として選任された監査役の任期は、前任者の任期の残存期間と同一とする。

（取締役会の招集及び議長）

第２０条　　取締役会は、社長がこれを招集し、その議長となる。社長に事故があるときは、あらか　　　　　じめ取締役会の定める順序により、他の取締役がこれに代わる。

取締役会の招集通知は、会日の３日前に各取締役に対して発するものとする。ただし、緊急の必要があるときは、この期間を短縮することができる。

（役付取締役）

第２１条　　取締役会の決議をもって、取締役の中から、社長１名を選任し、必要に応じて、副社長、　　　　　専務取締役、常務取締役各若干名を選任することができる。

（代表取締役）

第22条 社長は、当会社を代表し、会社の業務を統轄する。

取締役会の決議をもって、前条の役付取締役の中から会社を代表する取締役を定めることができる。

（報酬）

第23条 取締役及び監査役の報酬は、それぞれ株主総会の決議をもって定める。

第５章　　計　　　算

（営業年度）

第２４条　　当会社の営業年度は、毎年１０月１日から翌年９月３０日までの年１期とする。

（利益配当）

第２５条　　利益配当金は、毎営業年度末日現在における株主名簿に記載された株主又は質権者に対して支払う。

利益配当金がその支払提供の日から満３年を経過しても受領されないときは、当会社はその支払義務を免れるものとする。

第６章　　附　　　　則

（設立に際して発行する株式）

第２６条　　当会社の設立に際して発行する株式の総数は、額面株式２００株とし、その発行価額は１株につき５万円とする。

（最初の営業年度）

第２７条　　当会社の最初の営業年度は、当会社成立の日から平成１３年９月３０日までとする。

（最初の取締役及び監査役の任期）

第２８条　　当会社の最初の取締役及び監査役の任期は、就任後１年内の最終の決算期に関する　　　　　　定時株主総会の終結の時までとする。

（最初の取締役及び監査役）

　　第２９条　　当会社の最初の取締役及び監査役は、次のとおりである。

　　　　　　　　取締役　　○田一郎　　◇川三郎　　△野次郎

　　　　　　　　監査役　　×田良雄

（発起人の氏名、住所及び引受株数）

第３０条　　発起人の氏名、住所及び発起人が引き受けた株式の数は、次のとおりである。

　　　　　　　　○田一郎　　石川県○×郡△◇町１番地　　　額面株式１８０株

　　　　　　　　◇川三郎　　石川県○×郡△◇町２番地　　　額面株式１０株
×田良雄　　石川県○×郡△◇町３番地　　　額面株式１０株

以上　株式会社○×コーポレーションを設立のため、この定款を作成し、発起人が次に記名押印する。

平成１２年　　月　　日

発起人　　　　　　○田一郎

発起人　　　　　　◇川三郎

発起人　　　　　　×田良雄

	



